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(57)【要約】
【課題】浴室の床下空間の高さを低くすることができ、
また、簡素な配管構造で施工性の高い排水装置を提供す
ること。
【解決手段】浴槽７と、浴槽７が載置される浴槽パン８
と、浴槽パン８の横に配置される洗い場パン９と、を備
える浴室の排水装置１であって、浴槽７からの排水流路
に設けられる浴槽排水トラップ２と、浴槽パン８からの
排水流路に設けられる浴槽パン排水トラップ３と、洗い
場パン９からの排水流路に設けられる洗い場パン排水ト
ラップ４と、下水等の外部へ繋がる排水管６が接続され
る排出口５０を有する排水筒部５と、を備え、排水筒部
５を、浴槽排水トラップ２及び浴槽パン排水トラップ３
と、洗い場パン排水トラップ４との間に設ける。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　浴槽と、前記浴槽が載置される浴槽パンと、前記浴槽パンの横に配置される洗い場パン
と、を備える浴室の排水装置であって、
　前記浴槽からの排水が流入する浴槽排水流入口と、前記浴槽排水流入口から流入した排
水を貯留する浴槽封水部と、前記浴槽封水部からオーバーフローした排水が流出する浴槽
封水流出口とを有する浴槽排水トラップと、
　前記浴槽パンからの排水が流入する浴槽パン排水流入口と、前記浴槽パン排水流入口か
ら流入した排水を貯留する浴槽パン封水部と、前記浴槽パン封水部からオーバーフローし
た排水が流出する浴槽パン封水流出口とを有する浴槽パン排水トラップと、
　前記洗い場パンからの排水が流入する洗い場パン排水流入口と、前記洗い場パン排水流
入口から流入した排水を貯留する洗い場パン封水部と、前記洗い場パン封水部からオーバ
ーフローした排水が流出する洗い場パン封水流出口とを有する洗い場パン排水トラップと
、
　長手方向一端側に外部へ排水を排出する排水管に接続される排出口を有し、長手方向他
端側が閉塞された、前記浴槽封水流出口、前記浴槽パン封水流出口、及び前記洗い場パン
封水流出口から流出した排水が流入する排水筒部と、
を備え、
　前記排水筒部が、前記浴槽排水トラップ及び前記浴槽パン排水トラップと、前記洗い場
パン排水トラップとの間に設けられ、
　前記排水筒部の長手方向側面側の一方に前記浴槽封水流出口及び前記浴槽パン封水流出
口が設けられ、他方に前記洗い場パン封水流出口が設けられたことを特徴とする排水装置
。
【請求項２】
　前記排水筒部の内部に、前記浴槽封水流出口及び前記浴槽パン封水流出口から流入した
排水の流路である第１通水部と、前記洗い場パン封水流出口から流入した排水の流路であ
る第２通水部とを隔てる第１隔壁が設けられたことを特徴とする請求項１に記載の排水装
置。
【請求項３】
　前記第１通水部に、前記浴槽封水流出口から流入した排水の流路である第３通水部と、
前記浴槽パン封水流出口から流入した排水の流路である第４通水部とを隔てる第２隔壁が
設けられ、
　前記第２隔壁によって隔てられた前記第３通水部と前記第４通水部とが合流する第２合
流部は、前記第１隔壁によって隔てられた前記第１通水部と前記第２通水部とが合流する
第１合流部より上流側に設けられたことを特徴とする請求項２に記載の排水装置。
【請求項４】
　前記浴槽パン封水部に貯留できる封水の上限の高さである浴槽パン封水上限が、前記浴
槽封水部に貯留できる封水の上限の高さである浴槽封水上限よりも低いことを特徴とする
請求項１から３のいずれか一項に記載の排水装置。
【請求項５】
　前記排水筒部は、長手方向の両端が開口した筒状の筒部本体と、前記筒部本体の長手方
向の端部に固定されて前記排出口を有する排出口部材と、前記筒部本体の長手方向の端部
に固定されて該端部を閉塞する閉塞蓋部材とを有し、
　前記排出口部材及び前記閉塞蓋部材が、前記筒部本体の長手方向の端部に選択的に取り
付け可能であることを特徴とする請求項１から４のいずれか一項に記載の排水装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、浴室の排水を行う排水装置に関する。
【背景技術】
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【０００２】
　一般的に、浴室は、浴槽と、浴槽が載置される浴槽パンと、浴槽パンの横に配置される
洗い場パンとから構成される。浴槽は、上部が開口して内部に水を貯留可能な槽であり、
通常、内部に水や湯を貯留して入浴者が入浴するために使用される。浴槽パンは、浴槽か
ら万が一水漏れが発生した場合等に、その漏水を受けるための受け台であって、建物内に
水が漏れだすことを防ぐ。洗い場パンは、通常、その上で入浴者が身体を洗う等を行う場
所である。浴槽パンと洗い場パンとによって浴室の床面が構成される。そして、浴室で生
じた排水は、浴槽、浴槽パン、及び洗い場パンのそれぞれの底面に設けられた排水口から
、浴槽パン及び洗い場パンの下の床下空間に設置される排水装置を通して、下水等の外部
へと排出される。排水装置は、臭気や害虫等が下水等の外部から浴室に入ってこないよう
に、浴室から排出される排水を貯留し、貯留した排水（封水という）によって、浴室側と
下水側との通気を遮断する排水トラップを備えている。
【０００３】
　このような排水装置としては、例えば、本出願人の１人によって以前に提案された特許
文献１が既に公知となっており、この排水装置の排水の流れは以下のようになっている。
洗い場パン上の排水は、洗い場パンに開口した排水口から洗い場パン排水トラップへと排
水され、排出口から下水へと排水される。浴槽パン上の排水は、浴槽パンに開口した排水
口からエルボ部内を通過し、洗い場パン排水トラップの下流で洗い場パンの排水流路と合
流して下水へと排水される。浴槽内の排水は、浴槽に開口した排水口から浴槽パンの排水
流路とは別個の独立した流路としてエルボ部内を通過し、洗い場パン排水トラップの下流
で洗い場パン及び浴槽パンの排水流路と合流して下水へと排水される。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２００５－２３２９３６号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかしながら、上記の排水装置は、浴槽、浴槽パン、及び洗い場パンのそれぞれの排水
流路が浴槽パン側の上流側から洗い場パン側の下流側へ直列で配列されており、浴槽及び
浴槽パンの排水流路は洗い場パン排水トラップの下に配置されていた。排水トラップにお
ける封水深は所定の高さを確保する必要があり、排水トラップの下に別の排水流路を配置
すると、その分、床下空間の高さが高くなってしまうという問題があった。マンション等
の多層住宅においては、階層高さを低くするために、床下空間の高さを低くすることが求
められる。従来の排水装置において、浴槽及び浴槽パンの排水流路を洗い場パン排水トラ
ップの下ではなく横に通して高さを低くすることも考えられるが、この場合、部材点数が
増えて施工性が低下し、また、配管構造も複雑になるので、排水性能が低下するおそれが
ある。
【０００６】
　本発明は上記事情に鑑みてなされたものであって、浴室の床下空間の高さを低くするこ
とができ、また、簡素な配管構造で施工性の高い排水装置を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　上記課題を解決するために本発明に係る排水装置は、浴槽と、浴槽が載置される浴槽パ
ンと、浴槽パンの横に配置される洗い場パンと、を備える浴室の排水装置であって、浴槽
からの排水が流入する浴槽排水流入口と、浴槽排水流入口から流入した排水を貯留する浴
槽封水部と、浴槽封水部からオーバーフローした排水が流出する浴槽封水流出口とを有す
る浴槽排水トラップと、浴槽パンからの排水が流入する浴槽パン排水流入口と、浴槽パン
排水流入口から流入した排水を貯留する浴槽パン封水部と、浴槽パン封水部からオーバー
フローした排水が流出する浴槽パン封水流出口とを有する浴槽パン排水トラップと、洗い
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場パンからの排水が流入する洗い場パン排水流入口と、洗い場パン排水流入口から流入し
た排水を貯留する洗い場パン封水部と、洗い場パン封水部からオーバーフローした排水が
流出する洗い場パン封水流出口とを有する洗い場パン排水トラップと、長手方向一端側に
外部へ排水を排出する排水管に接続される排出口を有し、長手方向他端側が閉塞された、
浴槽封水流出口、浴槽パン封水流出口、及び洗い場パン封水流出口から流出した排水が流
入する排水筒部と、を備え、排水筒部が、浴槽排水トラップ及び浴槽パン排水トラップと
、洗い場パン排水トラップとの間に設けられ、排水筒部の長手方向側面側の一方に浴槽封
水流出口及び浴槽パン封水流出口が設けられ、他方に洗い場パン封水流出口が設けられた
ことを特徴とする。
【０００８】
　さらに、排水筒部の内部に、浴槽封水流出口及び浴槽パン封水流出口から流入した排水
の流路である第１通水部と、洗い場パン封水流出口から流入した排水の流路である第２通
水部とを隔てる第１隔壁が設けられたことを特徴とする。
【０００９】
　さらに、第１通水部に、浴槽封水流出口から流入した排水の流路である第３通水部と、
浴槽パン封水流出口から流入した排水の流路である第４通水部とを隔てる第２隔壁が設け
られ、第２隔壁によって隔てられた第３通水部と第４通水部とが合流する第２合流部は、
第１隔壁によって隔てられた第１通水部と第２通水部とが合流する第１合流部より上流側
に設けられたことを特徴とする。
【００１０】
　浴槽パン封水部に貯留できる封水の上限の高さである浴槽パン封水上限が、浴槽封水部
に貯留できる封水の上限の高さである浴槽封水上限よりも低いことを特徴とする。
【００１１】
　また、排水筒部は、長手方向の両端が開口した筒状の筒部本体と、筒部本体の長手方向
の端部に固定されて排出口を有する排出口部材と、筒部本体の長手方向の端部に固定され
て該端部を閉塞する閉塞蓋部材とを有し、排出口部材及び閉塞蓋部材が、筒部本体の長手
方向の端部に選択的に取り付け可能であることを特徴とする。
【発明の効果】
【００１２】
　本発明に係る排水装置によると、浴槽排水トラップ及び浴槽パン排水トラップと、洗い
場パン排水トラップとの間に排出口が設けられているため、浴槽パン側からの排水の流路
を洗い場パン側の排水トラップの下に設ける必要が無く、また、配管構造も簡素になるた
め、床下空間の高さを低くすることができ、また、施工性も向上する。
【００１３】
　さらに、排水筒部の内部に、浴槽封水流出口及び浴槽パン封水流出口から流入した排水
の流路である第１通水部と、洗い場パン封水流出口から流入した排水の流路である第２通
水部とを隔てる第１隔壁が設けられているので、浴槽及び浴槽パン側から洗い場パン側へ
、もしくは洗い場パン側から浴槽及び浴槽パン側へ排水が直接流れ込むことを防止できる
。
【００１４】
　さらに、第１通水部に、浴槽封水流出口から流入した排水の流路である第３通水部と、
浴槽パン封水流出口から流入した排水の流路である第４通水部とを隔てる第２隔壁が設け
られており、第２隔壁によって隔てられた第３通水部と第４通水部とが合流する第２合流
部は、第１隔壁によって隔てられた第１通水部と第２通水部とが合流する第１合流部より
上流側に設けられているので、浴槽からの排水時に排水の流路が負圧になった場合でも、
洗い場パン排水トラップ側へその影響が及ぶことを軽減することができる。
【００１５】
　また、浴槽パン封水部に貯留できる封水の上限の高さである浴槽パン封水上限が、浴槽
封水部に貯留できる封水の上限の高さである浴槽封水上限よりも低いので、浴槽からの排
水時に排水の流路が負圧になり、浴槽パン封水部の封水が引き込まれた場合でも、浴槽か
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らの排水の勢いが弱まった時に浴槽パン封水部へ一部の排水が流れ込むため、浴槽パン排
水トラップの破封を防止できる。
【００１６】
　また、排水筒部は、長手方向の両端が開口した筒状の筒部本体と、筒部本体の長手方向
の端部に固定されて排出口を有する排出口部材と、筒部本体の長手方向の端部に固定され
て該端部を閉塞する閉塞蓋部材とを有し、排出口部材及び閉塞蓋部材が、筒部本体の長手
方向の端部に選択的に取り付け可能なため、筒部本体に取り付けられる排出口部材と閉塞
蓋部材とを入れ替えることによって排出口の位置を変更することができる。そのため、排
水管の取り回しが簡単になる方を排出口とすることができるので施工性が向上し、また、
排水管の長さを短くできるので施工コストを下げることができ、さらに排水管の長さが短
くなって取り回しが簡単になって排水管の曲がりが減ることによって排水性能も向上する
。また、排出口が排出口部材に備えられているため、排水管の接続部の形状等が異なる場
合でも、排出口部材を取り換えることによって対応することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１７】
【図１】本発明の一実施形態に係る排水装置の一例を示す正面図である。（ａ）は排水装
置が浴室に取り付けられた様子を示す一部断面正面図である。（ｂ）は排水装置の断面正
面図であり、図２のＡ－Ａ’矢視図である。
【図２】本発明の一実施形態に係る排水装置の断面平面図であり、図１のＢ－Ｂ’矢視図
である。
【図３】本発明の一実施形態に係る排水装置の排水筒部の断面正面図であり、図２のＣ－
Ｃ’矢視図である。
【図４】本発明の一実施形態に係る排水装置が浴室に取り付けられた様子を示す模式平面
図である。
【発明を実施するための形態】
【００１８】
　本発明に係る排水装置の一実施形態について、以下、図面を参照しつつ説明する。本実
施形態に係る排水装置１は、図１（ａ）に示すように、浴槽７と、浴槽７が載置される浴
槽パン８と、浴槽パン８の横に配置される洗い場パン９とを備える浴室において、浴槽パ
ン８と洗い場パン９の下の床下空間に設置される。浴室で生じた排水は、排水装置１を経
由して下水等の外部へと排出される。
【００１９】
　排水装置１は、図１（ａ）、図１（ｂ）、図２に示すように、浴槽排水トラップ２と、
浴槽パン排水トラップ３と、洗い場パン排水トラップ４と、排水筒部５と、を有する。浴
槽排水トラップ２及び浴槽パン排水トラップ３は浴槽パン８の下に配置されてそれぞれ排
水筒部５に接続されており、洗い場パン排水トラップ４は洗い場パン９の下に配置されて
排水筒部５に接続されている。排水筒部５は浴槽パン８と洗い場パン９との境目である堰
部の下に配置される。
【００２０】
　排水筒部５は排出口５０を有し、排出口５０には下水等の外部へと繋がる排水管６が接
続される。図４に示すように、浴槽７で生じた排水は、浴槽７の底面に設けられた浴槽排
水口７１から浴槽排水トラップ２及び排水筒部５を経由して排出口５０から排水管６へと
排出される。浴槽パン８で生じた排水は、浴槽パン８の底面に設けられた浴槽パン排水口
８１から浴槽パン排水トラップ３及び排水筒部５を経由して排出口５０から排水管６へと
排出される。洗い場パン９で生じた排水は、洗い場パン９の底面に設けられた洗い場パン
排水口９１から洗い場パン排水トラップ４及び排水筒部５を経由して排出口５０から排水
管６へと排出される。以下、排水装置１の各部について図１（ａ）、図１（ｂ）、図２、
及び図３に基づいて、さらに詳細に説明する。
【００２１】
　浴槽排水トラップ２は、浴槽排水流入口２１と、浴槽封水部２２と、浴槽封水流出口２
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３と、を有する。
【００２２】
　浴槽封水部２２は、底面と、底面の周縁から略垂直上方に延出する側面と、側面の延出
端を閉塞する上面とを有する内部が中空の箱体であり、内部に水を貯留できるようになっ
ている。
【００２３】
　浴槽排水流入口２１は、浴槽封水部２２の上面に設けられた開口部の周縁から浴槽封水
部２２の底面に対して略垂直下方に延出し、その延出下端が浴槽封水部２２の内部で浴槽
封水部２２の底面から一定の距離を隔てた上方の位置となるように設けられた、内部が中
空の筒状の部位である。図１（ｂ）に示すように、浴槽排水流入口２１の上端の浴槽封水
部２２の上面の開口部には、浴槽排水口７１に接続される浴槽排水管７２が嵌着されてお
り、浴槽７で生じた排水は、浴槽排水口７１及び浴槽排水管７２を通って、浴槽排水流入
口２１の下端の開口部から浴槽封水部２２の内部へと流入するようになっている。浴槽排
水口７１から浴槽排水流入口２１の下端までの間の排水の流路は水密性が保たれている。
【００２４】
　浴槽封水流出口２３は、浴槽封水部２２の側面の上部に設けられた開口部である。浴槽
７から排水が流入して浴槽封水部２２の内部の水位が浴槽封水流出口２３の下端の浴槽封
水上限２３ａよりも高くなると、浴槽封水流出口２３からオーバーフローして流出する。
浴槽封水上限２３ａは、浴槽封水部２２の内部に水が貯留できる上限の高さである。
【００２５】
　通常、浴槽封水部２２には、図１（ｂ）に示すように、浴槽封水上限２３ａまで水が貯
留された状態となっている。このとき、浴槽排水流入口２１の下端は、浴槽封水上限２３
ａよりも低い位置にあるため、浴槽封水部２２に貯留された水の中に浸かった状態になっ
ている。従って、浴槽７から下水等の外部までの排水の流路において、上流側である浴槽
７側の流路と、下流側である下水等の外部側の流路とは、この浴槽封水部２２に貯留され
た水（封水という）によって通気が遮断された状態となっている。この封水は、下水等の
外部からガス、臭気、害虫等が浴槽７、すなわち、室内空間側に侵入することを防ぐ。
【００２６】
　封水が、吸出し作用、蒸発、毛管現象等の何らかの理由によって失われ、封水の水面（
封水面という）が浴槽排水流入口２１の下端よりも下がり、浴槽排水流入口２１の下端が
封水から露出した状態になった場合、浴槽７から下水等の外部までが通気可能な状態とな
り、封水の機能が失われる（破封という）。従って、封水の機能を果たすのは、封水面が
浴槽排水流入口２１の下端から浴槽封水流出口２３の下端、つまり浴槽封水上限２３ａま
での間にある場合である。この封水の機能を果たす高さの幅（浴槽排水流入口２１の下端
から浴槽封水上限２３ａまでの垂直距離）を封水深といい、一般的に排水トラップにおい
て封水深は５ｃｍ以上１０ｃｍ以下とすることが定められている。このように封水深は、
定められた最低の高さ分は確保する必要があるため、浴槽排水流入口２１の下端から浴槽
封水部２２の底面までの距離を大きくしすぎると、その分、排水装置１の高さが高くなっ
てしまう。また、小さくしすぎると、浴槽７からの排水速度が遅くなってしまうので、排
水速度と高さのバランスを考慮して適宜設計すればよい。本実施形態では、浴槽排水流入
口２１の下端から浴槽封水部２２の底面までの距離を１ｃｍ程度としている。
【００２７】
　浴槽パン排水トラップ３は、浴槽パン排水流入口３１と、浴槽パン封水部３２と、浴槽
パン封水流出口３３と、を有する。浴槽パン排水トラップ３は、下水等の外部からガス、
臭気、害虫等が浴槽パン８に侵入することを防ぐ。
【００２８】
　浴槽パン封水部３２は、底面と、底面の周縁から略垂直上方に延出する側面と、側面の
延出端を閉塞する上面とを有する内部が中空で、内部に水を貯留できる箱体である。浴槽
パン排水流入口３１は、浴槽パン封水部３２の上面に設けられた開口部の周縁から浴槽パ
ン封水部３２の底面に対して略垂直下方に延出し、その延出下端が浴槽パン封水部３２の
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内部で浴槽パン封水部３２の底面から一定の距離を隔てた上方の位置となるように設けら
れた、内部が中空の筒状の部位である。浴槽パン封水流出口３３は、浴槽パン封水部３２
の側面の上部に設けられた開口部である。
【００２９】
　浴槽パン排水流入口３１は、図１（ａ）、図１（ｂ）に示すように、浴槽パン排水管８
２を介して浴槽パン排水口８１に接続されており、浴槽パン８上で生じた排水は、浴槽パ
ン排水口８１及び浴槽パン排水管８２を通って、浴槽パン排水流入口３１から浴槽パン封
水部３２へと流入するようになっている。浴槽パン排水口８１から浴槽パン排水流入口３
１の下端までの間の排水の流路は水密性が保たれている。浴槽パン封水部３２には、浴槽
パン封水流出口３３の下端の浴槽パン封水上限３３ａまで封水を貯留することができ、封
水面の高さが浴槽パン封水上限３３ａを超えると、浴槽パン封水流出口３３からオーバー
フローして流出する。封水面が浴槽パン排水流入口３１の下端より下がると破封となる。
図３に示すように、浴槽パン封水上限３３ａは、浴槽封水上限２３ａよりも低い位置とな
っている。
【００３０】
　本実施形態では、図２に示すように、浴槽封水部２２の浴槽封水流出口２３が設けられ
た側面を除いて、浴槽パン封水部３２が、浴槽封水部２２の側面の周囲を覆うように平面
略Ｕ字形状に設けられている。浴槽パン封水流出口３３は、浴槽封水流出口２３が設けら
れた側面と同じ側の、浴槽パン封水部３２の浴槽封水部２２を挟んだ両側の端部にそれぞ
れ設けられている。また、浴槽パン封水部３２の浴槽封水部２２を挟んだ両側の底面は、
図１（ａ）に示すように、それぞれ浴槽パン封水流出口３３に向かって上向きに傾斜する
傾斜部３２ａとなっている。傾斜部３２ａを除く浴槽パン封水部３２の底面は、浴槽封水
部２２の底面と略等しい高さとなっており、浴槽排水トラップ２が浴槽パン排水トラップ
３の内側に配置されるようにして、浴槽排水トラップ２と浴槽パン排水トラップ３とが一
体となるように形成されており、浴槽排水トラップ２及び浴槽パン排水トラップ３の中心
を通る底面に垂直な面に対して略面対称となっている。
【００３１】
　また、本実施形態では、図１（ｂ）に示すように、浴槽パン排水流入口３１の下端から
浴槽パン封水部３２の底面までの距離の方が、浴槽排水流入口２１の下端から浴槽封水部
２２の底面までの距離よりも短くなっている。これによって浴槽パン封水上限３３ａを浴
槽封水上限２３ａよりも低くしても浴槽パン封水部３３の封水深を確保できる。本実施形
態では、浴槽パン排水流入口３１の下端から浴槽パン封水部３２の底面までの距離は５ｍ
ｍ程度としており、また、浴槽パン封水上限３３ａと浴槽封水上限２３ａとの垂直距離も
５ｍｍ程度としている。ここでは浴槽パン排水流入口３１の下端の高さを下げた距離と略
同じだけ浴槽パン封水上限３３ａの高さも下げているが、浴槽パン封水部３３の封水深が
確保できて浴槽パン封水上限３３ａが浴槽封水上限２３ａよりも低くなっていればよい。
【００３２】
　浴槽７は浴槽パン８の上に載置され、排水装置１は浴槽パン８及び洗い場パン９の下の
床下空間に設置されるため、浴槽７の浴槽排水口７１から排水装置１の浴槽排水流入口２
１に接続される浴槽排水管７２は、浴槽パン８を貫通する必要がある。そのため、図１（
ａ）、図１（ｂ）に示すように、浴槽パン８の浴槽パン排水口８１は、浴槽排水管７２の
外径よりも大きくなっており、浴槽排水管７２は浴槽パン排水口８１に挿通されることで
浴槽パン８を貫通するようになっている。本実施形態では、浴槽排水トラップ２及び浴槽
パン排水トラップ３が一体となるように形成されているため、浴槽排水流入口２１の上端
の浴槽封水部２２の上面の開口部と、浴槽パン排水流入口３１の上端の浴槽パン封水部３
２の上面の開口部とが内側に囲まれるような浴槽封水部２２及び浴槽パン封水部３２の上
面から上方に延出する略円筒状の囲い壁を設けて、この囲い壁に内嵌されるようにして浴
槽パン排水管８２が取り付けられている。従って、浴槽排水流入口２１の上端の浴槽封水
部２２の上面の開口部と、浴槽パン排水流入口３１の上端の浴槽パン封水部３２の上面の
開口部とは、浴槽パン排水管８２を構成する管壁の内側に存在する形になっている。浴槽
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排水管７２は、浴槽パン排水口８１から浴槽パン排水管８２の内側を通って、浴槽排水流
入口２１に接続されている。また、浴槽パン排水管８２と囲い壁との間は水密性が保たれ
ており、浴槽パン８上で生じた排水は、浴槽パン排水口８１から浴槽パン排水管８２の内
壁と浴槽排水管７２の外壁の間の流路を流れて、浴槽パン排水流入口３１の上端の浴槽パ
ン封水部３２の上面の開口部から浴槽パン排水流入口３１を介して浴槽パン封水部３２へ
流れ込む。このように、浴槽７から浴槽排水トラップ２までの流路と、浴槽パン８から浴
槽パン排水トラップ３までの流路とは、互いに水密性が保たれた独立した流路となってい
る。
【００３３】
　洗い場パン排水トラップ４は、洗い場パン排水流入口４１と、洗い場パン封水部４２と
、洗い場パン封水流出口４３と、を有する。洗い場パン排水トラップ４は、下水等の外部
からガス、臭気、害虫等が洗い場パン９、すなわち、室内空間側に侵入することを防ぐ。
【００３４】
　洗い場パン封水部４２は、底面と、底面の周縁から略垂直上方に延出する側面と、側面
の延出端を閉塞する上面とを有する内部が中空で、内部に水を貯留することができる箱体
である。洗い場パン排水流入口４１は、洗い場パン封水部４２の上面に設けられた開口部
の周縁から洗い場パン封水部４２の底面に対して略垂直下方に延出し、その延出下端が洗
い場パン封水部４２の内部で洗い場パン封水部４２の底面から一定の距離を隔てた上方の
位置となるように設けられた、内部が中空の筒状の部位である。洗い場パン封水流出口４
３は、洗い場パン封水部４２の側面の上部に設けられた開口部である。
【００３５】
　洗い場パン排水流入口４１は、図１（ａ）、図１（ｂ）に示すように、洗い場パン排水
管９２を介して洗い場パン排水口９１に接続されており、洗い場パン９上で生じた排水は
、洗い場パン排水口９１及び洗い場パン排水管９２を通って、洗い場パン排水流入口４１
から洗い場パン封水部４２へと流入するようになっている。洗い場パン排水口９１から洗
い場パン排水流入口４１の下端までの間の排水の流路は水密性が保たれている。洗い場パ
ン封水部４２には、通常、図１（ｂ）に示すように、洗い場パン封水流出口４３の下端の
洗い場パン封水上限４３ａまで封水が貯留されており、封水面の高さが洗い場パン封水上
限４３ａを超えると、洗い場パン封水流出口４３からオーバーフローして流出する。封水
面が洗い場パン排水流入口４１の下端より下がると破封となる。洗い場パン封水部４２の
容積は浴槽パン封水部３２の容積よりも大きくなっており、洗い場パン封水部４２に貯留
できる封水の容量は浴槽パン封水部３２に貯留できる封水の容量よりも大きくなっている
。本実施形態では、洗い場パン排水流入口４１の下端から洗い場パン封水部４２の底面ま
での距離は浴槽排水トラップ２と略等しく１ｃｍ程度としており、また、洗い場パン封水
上限４３ａを浴槽封水上限２３ａと略等しい高さとしているが、洗い場パン９からの排水
の流量や封水深等を考慮して適宜設計すればよい。
【００３６】
　排水筒部５は、図２に示すように、筒部本体５１と、筒部本体５１の長手方向端部に選
択的に取り付け可能な排出口部材５２及び閉塞蓋部材５３と、を有する。筒部本体５１は
、内部が中空で長手方向の両端部が開口した筒状部材である。排出口部材５２及び閉塞蓋
部材５３は、筒部本体５１の長手方向端部に選択的に取り付け可能となっており、筒部本
体５１の長手方向一端側の端部に排出口部材５２が取り付けられる場合には、長手方向他
端側の端部には閉塞蓋部材５３が取り付けられる。そして、筒部本体５１の長手方向一端
側の端部に閉塞蓋部材５３が取り付けられる場合には、長手方向他端側の端部には排出口
部材５２が取り付けられる。排出口部材５２は、下水等の外部に繋がる排水管６が接続さ
れる排出口５０を有し、筒部本体５１内の排水は排出口５０から排出される。閉塞蓋部材
５３は、閉塞蓋部材５３が取り付けられた側の筒部本体５１の端部からの通気及び通水を
遮断する。このような排出口部材５２及び閉塞蓋部材５３を筒部本体５１の長手方向端部
に選択的に取り付け可能としていることによって、排水筒部５の排水口５０の位置を排水
筒部５の長手方向のどちらかに変更することができる。なお、排水筒部５の排水口５０の
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位置を決定した後は、排出口部材５２及び閉塞蓋部材５３は、筒部本体５１に接着等によ
って固定し、排水時等に外れないようにする。本実施形態では、排出口部材５２及び閉塞
蓋部材５３を筒部本体５１と別体として構成しているが、筒部本体５１と一体的に構成し
ても良い。
【００３７】
　排水筒部５は、図１（ａ）に示すように、浴槽パン８と洗い場パン９との境目である堰
部の下で略水平に、堰部に沿うようにして排水筒部５の長手方向と堰部とが略平行になる
ように設けられている。浴槽パン８の下には浴槽排水トラップ２及び浴槽パン排水トラッ
プ３が設けられており、洗い場パン９の下には洗い場パン排水トラップ４が設けられてい
るので、排水筒部５は、浴槽パン排水トラップ２及び浴槽パン排水トラップ３と、洗い場
パン排水トラップ４との間に位置する。図２に示すように、筒部本体５１の長手方向側面
側の一方（浴槽パン８側）には、浴槽封水流出口２３と浴槽パン封水流出口３３とが設け
られ、筒部本体５１の長手方向側面側の他方（洗い場パン９側）には、洗い場パン封水流
出口４３が設けられている。浴槽７、浴槽パン８、及び洗い場パン９で生じた排水は、そ
れぞれ浴槽排水トラップ２、浴槽パン排水トラップ３、及び洗い場パン排水トラップ４を
経由して排水筒部５に流入し、排出口５０から排出されて、排水管６を通って下水等の外
部へと排出される。
【００３８】
　筒部本体５１の内部には、図２に示すように、筒部本体５１の長手方向に延伸する第１
隔壁５４が設けられている。第１隔壁５４は、浴槽排水トラップ２及び浴槽パン排水トラ
ップ３から筒部本体５１に流入した排水の流路である第１通水部５６と、洗い場パン排水
トラップ４から筒部本体５１に流入した排水の流路である第２通水部５７とを隔てる壁で
ある。さらに、第１通水部５６には、筒部本体５１の長手方向に延伸する第２隔壁５５が
設けられている。第２隔壁５５は、浴槽排水トラップ２から筒部本体５１に流入した排水
の流路である第３通水部５８と、浴槽パン排水トラップ３から筒部本体５１に流入した排
水の流路である第４通水部５９とを隔てる壁である。第１通水部５６と第２通水部５７と
は、筒部本体５１の内部の、第１隔壁５４の排出口５０側の端部の第１合流部５４ａで合
流する。また、第３通水部５８と第４通水部５９とは、筒部本体５１の内部の、第２隔壁
５５の排出口５０側の端部の第２合流部５５ａで合流する。そして、第２合流部５５ａは
、第１合流部５４ａよりも上流側に設けられている。
【００３９】
　本実施形態では、排出口部材５２及び閉塞蓋部材５３を取り換えることによって排出口
５０の位置を変更できるようになっているので、筒部本体５１の両端部で、第１隔壁５４
及び第２隔壁５５の、第１合流部５４ａ及び第２合流部５５ａの距離関係は等しくなって
おり、閉塞蓋部材５３は、その形状に合うように形成され、第１通水部５６、第２通水部
５７、第３通水部５８、第４通水部５９をそれぞれ閉塞できるようになっている。
【００４０】
　筒部本体５１の洗い場パン９側の長手方向側面と第１隔壁５４との間が第２通水部５７
、第１隔壁５４と第２隔壁５５との間が第３通水部５８、第２隔壁５５と筒部本体５１の
浴槽パン８側の長手方向側面との間が第４通水部５９になっている。
【００４１】
　浴槽排水トラップ２の浴槽封水流出口２３は、第２隔壁５５の上部に第２隔壁５５の長
手方向に長い略矩形状に設けられ、第３通水部５８に対して開口している。そのため、第
４通水部５９は、浴槽封水部２２によって分断された形になっている。
【００４２】
　浴槽パン排水トラップ３の浴槽パン封水流出口３３は、浴槽封水部２２の両側で、この
分断された第４通水部５９にそれぞれ開口するように、筒部本体５１の浴槽パン８側の長
手方向側面に設けられている。浴槽パン封水流出口３３の下端は浴槽封水流出口２３の下
端よりも低くなるように設けられており、浴槽パン封水上限３３ａは浴槽封水上限２３ａ
よりも低くなっている。
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【００４３】
　第１通水部５６及び第３通水部５８の底面の高さは、筒部本体５１の底面と略等しい高
さとなっているが、第４通水部５９の底面は、図３に示すように、浴槽パン封水上限３３
ａと略等しい高さとなっており、排水筒部５１の底面よりも高くなっている。また、第４
通水部５９の筒部本体５１の長手方向に垂直な断面積は、第３通水部５８の筒部本体５１
の長手方向に垂直な断面積よりも小さく、第１通水部５６の筒部本体５１の長手方向に垂
直な断面積は、第３通水部５８及び第４通水部５９の筒部本体５１の長手方向に垂直な断
面積の和よりも大きくなっている。
【００４４】
　洗い場パン排水トラップ４の洗い場パン封水流出口４３は、筒部本体５１の洗い場パン
９側の長手方向側面に設けられ、第２通水部５７に開口している。洗い場パン封水流出口
４３の下端は、浴槽封水流出口２３の下端の高さと略等しく、洗い場パン封水上限４３ａ
と浴槽封水上限２３ａは略等しい高さとなっている。また、第２通水部５７の底面の高さ
は筒部本体５１の底面の高さと略等しくなっている。
【００４５】
　排水装置１は、排水筒部５の排出口部材５２及び閉塞蓋部材５３を除いて、中心を通る
筒部本体５１の長手方向に垂直な面に対して略面対称となっている。
【００４６】
　本実施形態では、排水筒部５が堰部の下に配置されるようになっているが、これは、一
般的に堰部の下の空間がデッドスペースになっていることが多いためであって、堰部でな
くても、浴槽排水トラップ２及び浴槽パン排水トラップ３と、洗い場パン排水トラップ４
との間に排水筒部５が配置されていればよい。また、排水口部材５２及び閉塞蓋部材５３
を筒部本体５１に取り付けることによって排出口５０の位置を排水筒部５の長手方向両端
部のどちらかに変更できるようにしているが、排出口５０の位置の変更が不要な場合等に
は、排水口部材５２及び閉塞蓋部材５３を用いずに筒部本体５１の長手方向一端側に排出
口５０を形成して他端側を閉塞したものを排水筒部５として用いてもよい。また、排水筒
部５は略水平になるように設けられているが、これも排出口５０の位置を変更できるよう
にしているためであって、変更不要な場合等には、排出口５０を設けた側の端部の方がや
や下がる下り勾配となるように排水筒部５を設けるようにしてもよい。また、中心を通る
筒部本体５１の長手方向に垂直な面に対して略面対称となっており、浴槽排水トラップ２
及び浴槽パン排水トラップ３も一体となるように形成されているが、対称な形状になって
いなくてもよいし、浴槽排水トラップ２及び浴槽パン排水トラップ３を別々に分離して設
けるようにしてもよい。第３通水部５８及び第４通水部５９についても、第２隔壁５５に
対して逆の位置になるようにしてもよい。
【００４７】
　次に、浴室で生じた排水が、本実施形態に係る排水装置１によって下水等の外部へ排出
される時の流れについて説明する。
【００４８】
　浴槽７で生じた排水は、浴槽排水口７１から浴槽排水管７２を流れ、浴槽排水トラップ
２の浴槽排水流入口２１から浴槽封水部２２に流入し、浴槽封水流出口２３から排水筒部
５の第３通水部５８に流出し、第２合流部５５ａ、第１通水部５６、第１合流部５４ａを
経て、排出口５０から排出され、排出口５０に接続された排水管６を通って下水等の外部
へ排出される。
【００４９】
　浴槽パン８で生じた排水は、浴槽パン排水口８１から浴槽パン排水管８２を流れ、浴槽
パン排水トラップ３の浴槽パン排水流入口３１から浴槽パン封水部３２に流入し、浴槽パ
ン封水流出口３３から排水筒部５の第４通水部５９に流出し、第２合流部５５ａ、第１通
水部５６、第１合流部５４ａを経て、排出口５０から排出され、排出口５０に接続された
排水管６を通って下水等の外部へ排出される。
【００５０】
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　洗い場パン９で生じた排水は、洗い場パン排水口９１から洗い場パン排水管９２を流れ
、洗い場パン排水トラップ４の洗い場パン排水流入口４１から洗い場パン封水部４２に流
入し、洗い場パン封水流出口４３から排水筒部５の第２通水部５７に流出し、第１合流部
５４ａを経て、排出口５０から排出され、排出口５０に接続された排水管６を通って下水
等の外部へ排出される。
【００５１】
　排水筒部５内で、第１通水部５６と第２通水部５７とは第１隔壁５４によって分断され
て独立した流路を構成し、また、排水筒部５内の第１通水部５６内で、第３通水部５８と
第４通水部５９とは第２隔壁５５によって分断されて独立した流路を構成している。浴槽
７からの排水流路と、浴槽パン８からの排水流路とは、浴槽７からの排水が流入する第３
通水部５８と、浴槽パン８からの排水が流入する第４通水部５９とが合流する第２合流部
５５ａまでは独立した流路となっており、第１通水部５６は浴槽７からの排水と浴槽パン
８からの排水との共通の流路となる。第１通水部５６の下流の第１合流部５４ａでは、さ
らに洗い場パン９からの排水が流入する第２通水部５７が合流し、そこから下流側は全流
路の共通の流路となる。洗い場パン９からの排水流路は、第１合流部５４ａまでは独立し
た流路となっている。第１隔壁５４を構成していることによって、浴槽７からの排水時に
洗い場パン９側へ排水が流入するといった逆流が起こらず、また、洗い場パン９からの排
水時に浴槽７側及び浴槽パン８側へ排水が流入するといった逆流が起こらないようになっ
ている。
【００５２】
　浴槽７は、主に、内部に水や湯を貯留して入浴するために使用され、入浴後に不要とな
った貯留された水が排水となる。従って、浴槽７からの排水は大量であることが多い。浴
槽７に水を貯留する際は、浴槽排水口７１に排水栓を装着することによって浴槽排水口７
１を閉塞して貯留し、水を排出する際は、浴槽排水口７１に装着された排水栓を取り外す
ことによって排出する。この時、浴槽排水口７１には大気圧に加えて浴槽７に貯留された
水の高さの分の圧力がかかり、排水の流量は大きくなる。このような大流量の排水が排水
流路に流れ込んできた場合、排水流路内の空気が排水の流れに引き込まれるようにして下
流へと流れるため、排水流路内の空気が失われ、負圧が発生する。
【００５３】
　浴槽７からの排水時に、浴槽７からの排水流路の下流で負圧が発生すると、浴槽パン８
からの排水流路と、洗い場パン９からの排水流路にも負圧の影響が及ぶ。下流側が負圧と
なっているのに対して、上流の浴槽パン８側及び洗い場パン９側は略大気圧であるため、
その圧力差に応じて浴槽パン封水部３２及び洗い場パン封水部４２の封水が下流側に引き
込まれる。しかし、このような封水の引き込みが発生した場合、浴槽パン封水部３２の容
積は洗い場パン封水部４２の容積よりも小さくなっているため、浴槽パン封水部３２の封
水が先に破封する。浴槽パン封水部３２が破封すると、浴槽パン８上の空気が引き込まれ
、浴槽パン８からの排水流路を通って第２合流部５５ａで浴槽７からの排水中に空気が混
ざり込む。ここで、第２合流部５５ａは第１合流部５４ａよりも上流側に設けられている
ため、浴槽７からの排水時の負圧は、第２合流部５５ａより下流から第１合流部５４ａま
での間の第１通水部５６内で発生するが、浴槽パン８から吸引された空気が第２合流部５
５ａで第１通水部５６内に混ざり込むため、第１合流部５４ａより下流では負圧が解消さ
れている。従って、第１通水部５６内の負圧が第２通水部５７に影響されることがなく、
それ以上洗い場パン封水部４２の封水が引き込まれなくなるので、洗い場パン排水トラッ
プ４の破封を防ぐことができる。また、浴槽７からの排水が続いている状態では、浴槽パ
ン８の空気が常に吸引された状態となるので、浴槽７からの排水が浴槽パン８へ逆流する
ことが防止される。
【００５４】
　浴槽７からの排水の勢いが弱まり、負圧が発生しなくなると、浴槽パン８からの空気の
吸引が無くなり、また、浴槽パン封水上限３３ａが浴槽封水上限２３ａよりも低くなって
いるため、浴槽７からの排水の一部が第４通水部５９を通って浴槽パン封水流出口３３か
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ップ３が破封しても、浴槽７の排水の完了時には、浴槽パン封水部３２に封水が再び貯留
された状態となり、浴槽パン排水トラップ３の破封が防止される。
【００５５】
　浴槽パン８は、その上に載置される浴槽７が万が一破損する等して浴槽７から漏れ出た
水が床下に漏れることを防ぐために設けられているものであり、通常、浴槽パン８上で排
水を生じることはほとんど無く、生じた場合でもごく少量である。従って、浴槽パン８か
らの排水によって負圧が発生するようなことは無く、浴槽パン８からの排水によって浴槽
排水トラップ２や洗い場パン排水トラップ４が破封することは少ない。
【００５６】
　洗い場パン９は、通常、入浴者が身体を洗う等を行う場所であり、洗い場パン９に水が
貯留されることはほとんど無く、シャワーや掛け湯等によって洗い場パン９で使用した水
がそのまま排水されることになり、浴槽７からの排水ほど流量が大きくならない。従って
、洗い場パン９からの排水によって浴槽７からの排水時のような負圧が発生することは無
く、浴槽排水トラップ２や浴槽パン排水トラップ３が破封することは少ない。
【００５７】
　上記はあくまで本発明に係る排水装置の一実施形態を示したものであるため、本発明の
思想を逸脱しない範囲で適宜変更可能である。
【符号の説明】
【００５８】
　１　　　排水装置　　　　　　　　　　　２　　　浴槽排水トラップ
　２１　　浴槽排水流入口　　　　　　　　２２　　浴槽封水部
　２３　　浴槽封水流出口　　　　　　　　２３ａ　浴槽封水上限
　３　　　浴槽パン排水トラップ　　　　　３１　　浴槽パン排水流入口
　３２　　浴槽パン封水部　　　　　　　　３３　　浴槽パン封水流出口
　３３ａ　浴槽パン封水上限　　　　　　　４　　　洗い場パン排水トラップ
　４１　　洗い場パン排水流入口　　　　　４２　　洗い場パン封水部
　４３　　洗い場パン封水流出口　　　　　４３ａ　洗い場パン封水上限
　５　　　排水筒部　　　　　　　　　　　５０　　排出口
　５１　　筒部本体　　　　　　　　　　　５２　　排出口部材
　５３　　閉塞蓋部材　　　　　　　　　　５４　　第１隔壁
　５４ａ　第１合流部　　　　　　　　　　５５　　第２隔壁
　５５ａ　第２合流部　　　　　　　　　　５６　　第１通水部
　５７　　第２通水部　　　　　　　　　　５８　　第３通水部
　５９　　第４通水部　　　　　　　　　　６　　　排水管
　７　　　浴槽　　　　　　　　　　　　　８　　　浴槽パン
　９　　　洗い場パン



(13) JP 2019-190194 A 2019.10.31

【図１】 【図２】

【図３】 【図４】



(14) JP 2019-190194 A 2019.10.31

フロントページの続き

(72)発明者  上田　恭平
            大阪府大阪市淀川区宮原３丁目４番３０号　積水ホームテクノ株式会社内
Ｆターム(参考) 2D061 AA02  AB00  AB07  AC05  CA02  DD01  DD14  DE00 


	biblio-graphic-data
	abstract
	claims
	description
	drawings
	overflow

